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要旨：この研究では、農産物の直売所がもたらす地域経済活性化をヒントに、同様の価値創

造を伝統工芸品に応用した場合、首都圏在住の消費者の購入行動を考察している。宇都宮の

伝統工芸「宮染め」 に代表される浴衣生地を使ったウェアに関する購入意向(伝統工芸品や

地域ブランド品を買いたいという気持ち)を、共分散構造分析で要因分析している。共分散

構造分析とは、同じ概念の質問を束ねて信頼性の高い因子を作り、これらの因子の間の関係

を導くという手法である。また、消費者の性別などの相違による購買要因の差異を見るため

に多母集団分析を行った。多母集団分析では回答者のサンプルを複 数のグループに分け、

それぞれのグループの相違による購買要因の差異を確認することができる。 

 共分散構造分析の結果、伝統工芸品や地域ブランド品に関する購買意向と同様に、浴衣生

地のウェアに関する 購買意向のモデルを下図の通り構成した。購買に結び付く直接的な要

因は「普段着る」「着心地」「着用機会」の３つ、間接的な要因として「手軽に購入」できる

ことが影響しているという結果が得られた。 

 多母集団分析より、特に若い層ほど着心地の良さを重視している。手軽に購入できること

も普段着としての意識に影響し、この効果も若い層ほど大きいことが明らかになった。また、

和のスタイルを実践している消費者ほど普段着としての意識が購買につながる可能性が高

いという結果となった。 

 浴衣を着る機会を提供することが効果的であるという見解がなされた。 

 

感想：この研究では、宇都宮の「宮染め」を対象に調査および研究がなされた。JAPAN 

REBIRTH PROJECT が取り組んでいる京漆器産業においても同様のことが言えるのでは

ないだろうか。現在、日本の伝統的工芸品の多くは衰退の一途をたどっている。これを引き

起こす最も深刻な要因として考えられるのが需要の低迷である。私たちが行った京漆器職

人や企業へのインタビューからも需要の低迷による様々な問題が生じ、深刻化している現

状を知った。 

 やはり、日本の伝統は奥深い。京漆器について勉強していく中で痛感した。実際に知り、

触れて、感じること以外から京漆器の持つすばらしさを感じ取ることは難しいだろう。他の

伝統的工芸品においても同様のことが言えるのではないだろうか。そのためにも私たちは

京漆器について知り、触れて、感じてもらえる機会を作る必要があると考えている。 

私たちの生活において京漆器は浴衣よりも目にする機会、使う機会は圧倒的に少なく、格

式高いと感じる人も多いだろう。しかし京漆器の持つ魅力、京漆器に関わる人々の熱い想い

は私たちが想像するより、もっともっと大きなものがある。その魅力や想いを多くの人々に

伝えていくことが使命であると改めて実感した。 


